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観光地域づくり法人形成･確立計画 

 

記入日：令和６年１１月２６日 

 

１．観光地域づくり法人の組織 
 

申請区分 

※該当するものを

○で囲むこと 

地域ＤＭＯ 

観光地域づくり法

人の名称 

一般財団法人 矢掛町観光交流推進機構 

マネジメント・マ

ーケティング対象

とする区域 

岡山県小田郡矢掛町 

所在地 岡山県小田郡矢掛町矢掛 1989番地 

設立時期 平成 31年 4月 1日 

事業年度 4月 1日から翌年 3月 31日までの１年間 

職員数 ７人【常勤２人（出向２人）、非常勤５人】 

代表者（トップ人

材：法人の取組に

ついて対外的に最

終的に責任を負う

者） 

※必ず記入するこ

と 

 

（氏名） 

 堀 伸二 

（出身組織名） 

 一般財団法人矢掛町観光

交流推進機構 理事長 

一般財団法人矢掛町観光交流推進機構の理事長と

して、地域の観光事業の推進と地域や事業者等と

の様々なパイプ役となっている。 

データ分析に基づ

いたマーケティン

グに関する責任者

（ＣＭＯ：チー

フ・マーケティン

グ・オフィサー 

※必ず記入するこ

と 

 

（氏名） 

岸本 健吾【専従】 

（出身組織名） 

 矢掛町 

矢掛町（地方自治体）で 16年間勤務。豊富な行

政経験により、データ分析とマーケティングに高

い能力を持つ。 

財務責任者 

（ＣＦＯ：チー

フ・フィナンシャ

ル・オフィサー） 

※必ず記入するこ

と 

 

（氏名） 

 岸本 健吾 

（出身組織名） 

矢掛町 

矢掛町（地方自治体）で 16年間勤務。豊富な行

政経験により、財務に高い能力を持つ。 

各部門（例：プロ

モーション）の責

任者（専門人材） 

（氏名） 

 岸本 健吾 

（出身組織名） 

矢掛町（地方自治体）で 16年間勤務。豊富な行

政経験により、国内外の観光企画とプロモーショ

ンに高い能力を持つ。 
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※各部門責任者の

うち専従の者につ

いては、氏名の右

横に「専従」と記

入すること 

 

矢掛町 

各部門（例：旅行

商品の造成･販売）

の責任者（専門人

材） 

 

（氏名） 

 桑木 晃太郎 

（出身組織名） 

矢掛町 

矢掛町で 9年間勤務（うち観光部門に 3年間勤

務）。 

連携する地方公共

団体の担当部署名

及び役割 

 

岡山県矢掛町産業観光課（観光振興・農林業振興・商工業振興・観光政策） 

      建設課（社会資本整備・公園） 

      企画財政課（地域公共交通・総合戦略） 

            教育課（文化財観光活用・美術館） 

連携する事業者名

及び役割 

二葉観光運輸株式会社（観光周遊バス，着地型旅行商品開発，二次交通確保） 

井原鉄道（公共交通アクセス改善） 

矢掛屋（宿泊商品開発） 

株式会社やかげ宿（イベント企画実施） 

備中西商工会（特産品開発販売） 

矢掛まるごと商店街振興会（特産品開発販売，賑わいづくり） 

ＪＡ晴れの国岡山（特産品開発販売，6次産業化推進） 

官民･産業間･地域

間との持続可能な

連携を図るための

合意形成の仕組み 

【該当する登録要件】① 

（概要）観光資源の関係者、宿泊事業者、交通事業者、商工会、行政が本法人

の理事，評議員に参画し、理事会及び評議員会を構成し，合意形成を行う体制

としている。 

〔参考〕登録要件   
①取締役、理事など観光地域づくり法人の意思決定に関与できる立場で行政、

文化、スポーツ、農林漁業、交通等の幅広い分野の関係団体の代表者が参画 

②観光地域づくり法人が主導して行政や関係団体をメンバーとするワーキング

グループなどの委員会等を設置 

 

地域住民に対する

観光地域づくりに

関する意識啓発・

参画促進の取組 

 

定期的に観光地域づくりに関する住民参加型のワークショップを開催するほ

か、地域住民との共同検討により観光情報シートを作成展開するとともに地域

住民の参画を目的とした観光勉強会を開催する。 

法人のこれまでの

活動実績 

 

 

【活動の概要】 

事業 実施概要 

情報発信・

プロモーシ

ョン 

・令和元年度～5年度情報発信事業 

ラジオを活用し，月 2回の放送により岡山市・倉敷市を中

心に矢掛町の情報を発信している。 

・令和元年度～2年度誘客促進事業 

 ツーリズム EXPOに出展し矢掛町の PRを行った。 

 県主催の旅行会社との観光商談会に参加し，大阪，広島の

旅行会社への旅行商品造成プロモーションを行った。 
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受入環境の

整備 

・令和元年度～5年度観光ガイド事業 

旅行会社等からの予約に応じて本陣や町並等の観光ガイドを

実施するガイド組織の運営を行っている。月 1回会議を開催

し，ガイド同士の情報交換などによりガイド能力向上を行っ

ている。 

 

 

観光資源の

磨き上げ 

・令和元年度～5年度農泊推進事業 

「おかやま元気集落」に登録している町内地域と連携して農

業体験コンテンツを発掘，磨き上げを行っている。大学とも

連携し，SNS等を活用した情報発信などアドバイスを行って

いる。 

 

 

 

【定量的な評価】 

 

 

 

 

実施体制 

※地域の関係者と

の連携体制及び地

域における合意形

成の仕組みが分か

る図表等を必ず記

入すること（別添

可）。 

【実施体制の概要】 

一般財団法人矢掛町観光交流推進機構が中心となり、メンバーには、行政、宿

泊業者、飲食業者のみならず、交通事業者、農業者など多様な関係者が参画す

るなど官民が密接に連携した運営を実施。 

【実施体制図】 
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２．観光地域づくり法人がマネジメント・マーケティングする区域 
 

【区域の範囲が分かる図表を挿入】 

 
 

【区域設定の考え方】 

平成 27年 4月から、区域を構成する地方公共団体である矢掛町が観光推進部署として産業観

光課を設置し、顧客視点に立ち、旅行商品、イベントの企画など連携した取組を実施。 

 また、観光資源の面からみてもコンセプトとして共通する点が多く、連携した区域設定とする

のが適切。 
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【観光客の実態等】 

※設定区域における観光客入込客数、延べ宿泊者数、消費額等を踏まえて記入すること。 

 

                 

  項目 

2021

（R3）

年 

2022

（R4）

年 

2023

（R5）年 

2024

（R6）

年 

2025

（R7）

年 

2025

（R8）年   

  旅行 

消費額 

(円)（一人

当たり単

価） 

目標 

日：2725 

宿：20745  

日：2861 

宿：21782  

日：2861 

宿：21782  

日：2689 

宿：25577  

日：2770 

宿：26344 

日：2853 

宿：27134 
  

  

(   ) (   ) (   ) (   ) (   ) (   )   

実績 
日：2366 

宿：18951  

日：2744 

宿：17777  

日：2611 

宿：24833  
― ― ―   

  延べ 

宿泊者数 

(人) 

目標 
6374 6692  6161  6905  7112 7325   

  (   ) (   ) (   ) (   ) (   ) (   )   

  実績 6  7.6  6.7  ― ― ―   

  来訪者 

満足度 

(％) 

目標 
89.41   93.88  86.00 86.00  86.00 86.00   

  (   ) (   ) (   ) (   ) (   ) (   )   

  実績 86.63  90.05  93.46  ― ― ―   

  リピーター

率 

(％) 

目標 
63.42  65.32  65.00  65.00 65.00 65.00   

  (   ) (   ) (   ) (   ) (   ) (   )   

  実績 68.67  69.25  65.40  ― ― ―   

 

 

【観光資源：観光施設、商業施設、自然、文化、スポーツ、イベント等】 

※観光資源の活用方法についても記入すること。 
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【宿泊施設：域内分布、施設数、収容力、施設規模等】 

■矢掛屋     14室（48名） 

■備中屋      2室（20名） 

■蔵 INN –KURABI- 7室（14名） 

■蔵 INN =KAMON=  6室（17名） 

■黒緋 Kuroake    3室（15名） 

 

【利便性：区域までの交通、域内交通】 

■ＪＲ山陽本線倉敷駅から伯備線で一駅、清音駅乗り換え 井原鉄道で矢掛駅へ約２０分 

■ＪＲ山陽本線岡山駅から伯備線に乗車、清音駅乗り換え 井原鉄道で矢掛駅へ約２０分 

 ■ＪＲ山陽本線福山駅から福塩線に乗車、神辺駅乗り換え 井原鉄道で矢掛駅へ約３０分 

■路線バス 井笠バスカンパニー（矢掛～笠岡），北辰バス（矢掛～井原） 

 ■自家用車 山陽自動車道 玉島ＩＣから 25分，鴨方ＩＣ20分，笠岡ＩＣから 25分 
 

【外国人観光客への対応】 

英語版パンフレット，英語版観光コンテンツ詳細情報紙，英語版観光動画作成・配信 

 

 

 

３．各種データ等の継続的な収集・分析 

 

収集するデータ 収集の目的 収集方法 

旅行消費額 観光による経済効果等の把握 アンケート調査を自主事業として実

施 

延べ宿泊者数 宿泊者数の推移を把握するため。 当団体では収集をしていない。（行

政が収集している） 

来訪者満足度 来訪者の満足（不満足）に繋がって

いる要因を分析し、戦略立案に繋げ

るため。 

アンケート調査を自主事業として実

施。 

リピーター率 リピーター顧客の動向を把握し、戦

略立案に繋げるため。 

アンケート調査を自主事業として実

施。 

ＷＥＢサイトのアクセス状況 地域に対する顧客の関心度や施策の

効果等を把握するため。 

矢掛町のＨＰを活用して実施。 

住民満足度 観光振興に対する地域住民の理解度

を測るため。 

アンケート調査を自主事業として実

施。（予定） 

 

 

  

 

 

４．戦略 
 

（１）地域における観光を取り巻く背景 
矢掛町では、人口減少が進んでおり、就業者数の最も多い農林水産業においても高齢化等の影響で就

業者や事業所が減少傾向にある。こうした地域の課題に対し、観光地域づくり法人（ＤＭＯ）を中心

として既存の観光資源を活用した観光地域づくりを図り、新たな雇用の創出や担い手不足の解消、交

流人口の増加につなげることとしている。 

 

（２）地域の強みと弱み 
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 好影響 悪影響 

内部

環境 

強み（Strengths） 

悠久の時を感じさせる吉備国からの歴史

文化と江戸時代には宿場町として栄えた

町並み 

 国内唯一の本陣・脇本陣・問屋の三施

設がそろって往年の姿のまま現存してい

る 

アルベルゴディフーゾタウンとしてアジ

ア初の認定 

弱み（Weaknesses） 

観光事業への取り組み経験が浅い 

矢掛町内だけでは滞在時間的に十分で

はない（周遊できる場所が不足してい

る） 

外部

環境 

機会（Opportunity） 

道の駅など観光拠点施設の充実、無電柱

化の整備及び重要伝統建築物保存地区の

指定 

脅威（Threat） 

人口減少による国内観光客の減少と観

光事業者を含む人材不足 

※上記に加え、ＰＥＳＴ分析等の他のマーケティング分析手法を用いて分析を行っている場合は、そ

の内容を記入（様式自由）。 

 

（３）ターゲット 
○第１ターゲット層  

関西・中四国地方の国内旅行者 

○選定の理由 

岡山県は関西・中四国等の隣接県からの交通の利便性が高く、短期間の旅行地域として来訪者が多

く、当該ターゲットの来訪が期待できる。また，観光アンケート調査の集計結果からも県内に次いで

広島県や香川県等の中四国，近畿エリアからの来訪が多い結果が出ているため。 

○取組方針 

満足度調査の充実などにより再来訪意向につながる要因を分析し、分析結果に基づいてターゲット

層に強力に訴求するコンテンツを磨き上げる。 

○ターゲット層  

海外からの修学旅行の学生を中心としたインバウンド 

○選定の理由 

矢掛町は地域での教育が充実しており、小学校、中学校、高等学校がそれぞれ地域と連携しなが

ら地域学習や交流学習を推進しており、海外からの修学旅行者の当該ターゲット層が期待され

る。また岡山県が誘致に力を入れているアジア圏の教育旅行では地域の学校の児童や生徒との交

流を希望する学校が多いという県や県観光連盟からの情報を踏まえ，インバウンド市場としても

アフターコロナ後拡大傾向にあるため。 

○取組方針 

満足度調査の充実などにより再来訪意向につながる要因を分析し、分析結果に基づいてターゲッ

ト層に強力に訴求するコンテンツを磨き上げる。 

 

（４）観光地域づくりのコンセプト 
①コンセプト 「江戸の足音が聞こえるまち」持続発展する観光まちづくり 

～地域と観光が共存する観光マネジメントへの挑戦～ 

 現存する地域の観光資源（歴史，文化，地域住民）を活用しながら、地域に

生活する住民と観光客が共存し、矢掛町の魅力を体験することにより訪れてみ

たい町から住んでみたい町への発展を目指す。 
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②コンセプトの考え方 単に観光客の満足度向上を目指すだけでなく、地域に住む人々の満足度を向 

上させるため、利益追求だけでなく町民と一体となった観光産業の創出に取 

り組み、町民に地域の魅力を再認識していただき、自分の町に誇りを持つと 

ともに、来訪者の増から定住者の増へつなげ、持続発展する矢掛町を実現す 

る。特に観光の中心となる矢掛市街地では商店街の住民や観光事業者で構成 

される団体（やかげまるごと商店街振興会）と連携し，周遊促進やおもてな 

しの実施を目指す。また，「おかやま元気集落」に登録されている集落を中 

心に農業体験や地域のお祭り，風習などを体験でき，農村ならでは温かいお 

もてなしを通じて矢掛町の魅力を体験してもらう。 

 

 

５．関係者が実施する観光関連事業と戦略との整合性に関する調整・仕組み作り、

プロモーション 
  

項目 概要 

戦略の多様な関係者との

共有 

※頻度が分かるよう記入

すること。 

ＤＭＯを中心として、理事会及び評議員会等において、行政と観光関係

者と地域住民が定期的に意見交換し、観光推進体制を強化する。また、

地域の関連事業者を集めてコミュニーションの場を設けるとともに、関

連事業者に対してのコンサルティング等を実施する。 

ＤＭＯの理事会を月 1 回開催し，事業の進捗，観光の情勢把握等の情報

交換，検討を行っている。また，評議員会を年 1 回開催し，活動の意

義・内容・成果、ＫＰＩの達成状況や取組による地域経済・社会の変化

の分析結果等を記載した事業報告書を作成し、報告するとともに多様な

分野からの観光に関する意見交換等の機会としている。 

ＤＭＯの事業報告書はＨＰでも行っている。 

観光客に提供するサービ

スについて、維持･向上・

評価する仕組みや体制の

構築 

飲食店や宿泊施設をはじめとする事業者が提供する観光サービスに

係るコンサルティング及び意見交換を実施。 

 

観光客に対する地域一体

となった戦略に基づく一

元的な情報発信･プロモー

ション 

ワンストップ窓口の実施、ＳＮＳを利用した効果的な 

プロモーションを実施。 

 

※各取組について、出来る限り具体的に記入すること。 
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６．ＫＰＩ（実績・目標） 
 

※戦略や個別の取組を定期的に確認・改善するため、少なくとも今後３年間における明確な数値目標を

記入すること。 

※既に指標となりうる数値目標を設定している場合には、最大で過去３年間の実績も記入すること。 

 

（１）必須ＫＰＩ 

※括弧内は、訪日外国人旅行者に関する数値 

 

目標数値の設定にあたっての検討の経緯及び考え方 

【検討の経緯】 

【検討の経緯】 

来訪者と観光消費額の増加を課題ととらえ、滞在時間及び宿泊者を増加させる取り組みを行ってい

く。さらに、来訪者のニーズを的確にとらえるためのアンケート調査及び観光事業者等のマーケテ

ィング調査をおこない、観光の成長（推移）を的確にとらえる。 

【設定にあたっての考え方】 

●旅行消費額 

2018年度の実績値を基準に、新たな観光事業へ取り組むとともに今後の成長目標を理事会等で議論

し、消費を促進する観光コンテンツの開発により、旅行消費額の対前年比 3％の増加成長を目標値と

する。 

●延べ宿泊者数 

2018年度の実績値を基準に、新たな観光事業へ取り組むとともに今後の成長目標を理事会等で議論

し、新たな宿泊施設の整備と宿泊施設等の情報発信により、延べ宿泊者数の対前年比 3％の増を目標

値とする。 

●来訪者満足度 

2018年度の実績値を基準に、新たな観光事業へ取り組むとともに今後の成長目標を理事会等で議論

し、事業者のおもてなし精神の向上と観光資源のブラッシュアップにより、2020年度までに対前年

比 3％の増加成長を目指し、2023年度以降は 86％維持を目標値とする。 

指標項目  
2021 

（Ｒ３） 

年度 

2022 

（Ｒ４） 

年度 

2023 

（Ｒ５） 

年度 

2024 

（Ｒ６） 

年度 

2025 

（Ｒ７） 

年度 

2026 

（Ｒ８） 

年度 

●旅行消費額 

（百万円） 

目

標 

日：2,725 

泊：20,745 
日：2,861 

泊：21,782 
日：2,861 

泊：21,782 
日：2,689 

泊：25,577 
日：2,770 

泊：26,344 
日：2,853 

泊：27,134 

（ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） 

実

績 

日：2,366 

泊：18,951 
日：2,744 

泊：17,777 
日：2,611 

泊：24,833  

（ ） 

 

（ ） 

 

（ ） 
（ ） （ ） （ ） 

●延べ宿泊者数 

（千人） 

目

標 

6,374 6,692 6,161 6,905 7,112 7,325 

（ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） 

実

績 

5,982 7,556 6,704  

（ ） 

 

（ ） 

 

（ ） （ ） （ ） （ ） 

●来訪者満足度 

（％） 

目

標 

89.41 93.88 86.00 86.00 86.00 86.00 

（ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） 

実

績 

86.63 90.05 93.46  

（ ） 

 

（ ） 

 

（ ） （ ） （ ） （ ） 

●リピーター率 

（％） 

目

標 

63.42 65.32 65.00 65.00 65.00 65.00 

（ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） 

実

績 

68.67 69.25 65.4 
   

（ ） （ ） （ ） 
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●リピーター率 

2018年度の実績値を基準に、新たな観光事業へ取り組むとともに今後の成長目標を理事会等で議論

し、クーポンなどの再来する仕組み作りに取り組むことにより、2020年度までに対前年比 3％の増加

成長を目指し、2023年度以降は 65％維持を目標値とする。 

 

（２）その他の目標 

※括弧内は、訪日外国人旅行者に関する数値 

※各指標項目の単位を記入すること。 
 

指標項目及び目標数値の設定にあたっての検討の経緯及び考え方 
【検討の経緯】 

来訪者と観光消費額の増加を課題ととらえ、滞在時間及び宿泊者を増加させる取り組みを行って

いく。さらに、来訪者のニーズを的確にとらえるためのアンケート調査及び観光事業者等のマ

ーケティング調査をおこない、観光事業の成長（推移）を的確にとらえる。 
 

【設定にあたっての考え方】 

●（観光入込客数 

 2018 年度の実績値を基準に、新たな観光事業へ取り組むとともに今後の成長目標を理事会等で

議論し、新たな観光コンテンツの創造と観光情報発信により、観光入込客数の対前年比 3％の増

を目標値とする。 

●（ＷＥＢサイトアクセス件数 

 2018 年度の実績値を基準に、観光サイトの見直しと有益情報の積極的発信へ取り組むとともに

今後の成長目標を理事会等で議論し、対前年比 3％の増を目標値とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

指標項目  
2021 

（Ｒ３） 

年度 

2022 

（Ｒ４） 

年度 

2023 

（Ｒ５） 

年度 

2022 

（Ｒ６） 

年度 

2023 

（Ｒ７） 

年度 

2023 

（Ｒ８） 

年度 

●観光入込客数 

（人） 

目

標 

330,457 346,979 539,744 598,853 616,818 635,322 

（ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） 

実

績 

524,024 554,567 581,411    

（ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） 

●WEB サイトア

クセス数 

（件） 

目

標 

186,535 195,861 164,829 50,167 51,672 53,222 

（ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） 

実

績 

160,029 159,374 48,706    

（ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） 
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７．活動に係る運営費の額及び調達方法の見通し 
 

※少なくとも今後３年間について、計画年度毎に（１）収入、（２）支出を記入すること。 

※現に活動している法人にあっては、過去３年間の実績も記入すること。 

 

（１）収入 
年（年度） 総収入（円） 内訳（具体的に記入すること） 

2021（Ｒ３） 

年度 

（円） 

69,692,785 

（内訳の区分例） 

 

【国からの補助金】19,967,404 

【市町村からの補助金】46,554,881 

【収益事業】3,170,500 

 

2022（Ｒ４） 

年度 

（円） 

86,085,756 

（円） 

【市町村からの補助金】54,579,856 

【収益事業】31,505,900 

2023（Ｒ５） 

年度 

（円） 

53,399,851 

（円） 

【市町村からの補助金】38,648,348 

【収益事業】14,751,503 

2024（Ｒ６） 

年度 

（円） 

52,868,000 

（円） 

【市町村からの補助金】44,228,000 

【収益事業】8,640,000 

2025（Ｒ７） 

年度 

（円） 

49,911,000 

（円） 

【市町村からの補助金（一般管理費）】9,628,000 

【市町村からの補助金（公益事業）】31,628,000 

【収益事業】8,655,000 

2026（Ｒ８） 

年度 

（円） 

49,911,000 

（円） 

【市町村からの補助金（一般管理費）】9,628,000 

【市町村からの補助金（公益事業）】31,628,000 

【収益事業】8,655,000 

 

（２）支出 
年（年度） 総支出 内訳（具体的に記入すること） 

2021（Ｒ３） 

年度 

 

（円） 

69,277,719 

【一般管理費】6,684,944 

【公益事業】60,421,416 

【収益事業】2,171,359 

2022（Ｒ４） 

年度 

（円） 

83,241,767 

（円） 

【一般管理費】7,793,567 

【公益事業】52,394,289 

【収益事業】23,053,911 
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2023（Ｒ５） 

年度 

（円） 

49,361,504 

（円） 

【一般管理費】8,255,884 

【公益事業】30,392,464 

【収益事業】10,713,156 

2024（Ｒ６） 

年度 

（円） 

49,911,000 

（円） 

【一般管理費】9,628,000 

【公益事業】31,628,000 

【収益事業】8,655,000 

2025（Ｒ７） 

年度 

（円） 

49,911,000 

（円） 

【一般管理費】9,628,000 

【公益事業】31,628,000 

【収益事業】8,655,000 

2026（Ｒ８） 

年度 

（円） 

49,911,000 

（円） 

【一般管理費】9,628,000 

【公益事業】31,628,000 

【収益事業】8,655,000 

 

（３）自律的･継続的な活動に向けた運営資金確保の取組･方針 

矢掛町の資源を活用した着地型旅行商品の企画･販売等を実施し、運営資金の確保を行う。ま

た、安定的な資金確保の方法として、町有施設の指定管理を受託している 

 

 

８．観光地域づくり法人形成・確立に対する関係都道府県・市町村の意見 
 

岡山県矢掛町は、一般財団法人矢掛町観光交流推進機構と共に申請します。 

 

 

 

９．マネジメント・マーケティング対象区域が他の地域連携ＤＭＯ（県単位以外）

や地域ＤＭＯと重複する場合の役割分担について（※重複しない場合は記載不要） 

 

【他の地域連携ＤＭＯや地域ＤＭＯとの間で、重複区域に関する連携や役割分担等について協議を行

った（行っている）か】 

（例）エリアが重複する●●ＤＭＯとは、月に一度の連絡会を行い、各取組の意見交換を行ってい

る。 

 

【区域が重複する背景】 

 

【重複区域における、それぞれの DMO の役割分担について】 
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※重複する活動がないか、第三者から見た際に合理的と捉えられる役割分担になっているか等を踏ま

えて記入すること。 

 

【前述の役割分担等によって、効率的、効果的な活動の遂行が期待できるか】 

 

 

 

 

１０．記入担当者連絡先 
 

担当者氏名 桑木 晃太郎 

担当部署名（役職） 主事 

郵便番号 714-1201 

所在地 岡山県小田郡矢掛町矢掛 1989番地 

電話番号（直通） 0866-83-0001 

ＦＡＸ番号 0866-83-0025 

Ｅ－ｍａｉｌ k-kuwagi@yakage-dmo.or.jp 

 

 

１１．関係する都道府県・市町村担当者連絡先 
 

都道府県･市町村名 岡山県・矢掛町 

担当者氏名 池田 敏之 

担当部署名（役職） 産業観光課 課長 

郵便番号 714-1297 

所在地 岡山県小田郡矢掛町矢掛 3018 

電話番号（直通） 0866-82-1016 

ＦＡＸ番号 0866-82-1454 

Ｅ－ｍａｉｌ t-ikeda@town.yakage.lg.jp 

 



【マネジメント・マーケティング対象とする区域】
岡山県 小田郡 矢掛町
【設立時期】 平成３１年４月１日
【設立経緯】
区域に観光協会等がなかったことから，観光に関する事業を中心となっ
て行うＤＭＯを新設した。
【代表者】 代表理事 堀伸二
【マーケティング責任者（ＣＭＯ）】 事務局長 岸本健吾
【財務責任者（ＣＦＯ）】 事務局長 佐藤武宏
【職員数】 ７人（常勤２人（出向２人）、非常勤５人）
【主な収入】
収益事業 ９百万円、委託事業 ４４百万円（令和５年度決算）
【総支出】
事業費 ４１百万円、一般管理費 ８百万円（令和５年度決算）
【連携する主な事業者】
二葉観光運輸株式会社，井原鉄道，株式会社矢掛屋，株式会社やか
げ宿，備中西商工会，矢掛まるごと商店街振興会，ＪＡ晴れの国岡山

項目
2021
（R3）年

2022
（R4）年

2023
（R5）年

2024
（R6）年

2025
（R7）年

2025
（R8）年

旅行
消費額

(円)（一人当た
り単価）

目標

日：2725
宿：20745

日：2861
宿：21782

日：2861
宿：21782

日：2689
宿：25577

日：2770
宿：26344

日：2853
宿：27134

( ) ( ) ( ) ( ) ( ) ( )

実績
日：2366
宿：18951

日：2744
宿：17777

日：2611
宿：24833

― ― ―

延べ
宿泊者数

(人)

目標
6374 6692 6161 6905 7112 7325

(  ) ( ) ( ) ( ) ( ) ( )

実績 6 7.6 6.7 ― ― ―

来訪者
満足度

(％)

目標
89.41 93.88 86.00 86.00 86.00 86.00

( ) ( ) ( ) ( ) ( ) ( )

実績 86.63 90.05 93.46 ― ― ―

リピーター率
(％)

目標
63.42 65.32 65.00 65.00 65.00 65.00

(  ) ( ) ( ) (  ) ( ) ( )

実績 68.67 69.25 65.40 ― ― ―

※（ ）内は外国人に関するもの。

記入日： 令和６年 １１月 ２６日

【主なターゲット】
①関西・中四国地方の国内旅行者
②海外からの修学旅行の学生を中心としたインバウンド
【ターゲットの誘客に向けた取組方針】
①隣接県からの交通の利便性が高く、短期間の旅行地
域として来訪者が多い。満足度調査の充実などにより再
来訪意向につながる要因を分析し、分析結果に基づい
てターゲット層に強力に訴求するコンテンツを磨き上げ
る。
②満足度調査の充実などにより再来訪意向につながる
要因を分析し、分析結果に基づいてターゲット層に強力
に訴求するコンテンツを磨き上げる。

【情報発信・プロモーション】
・情報発信事業
レディオモモ，RSKラジオやテレビ，新聞を活用した矢掛町
の情報発信を行った。
・プロモーション
近隣市町で開催される観光PRイベント等に参加し，矢掛町
のプロモーションを実施した。また，観光関連セミナー等での
事例発表やパネリストとして参加し，魅力発信に努めた。
【観光資源の磨き上げ】
・農泊事業の取組
「おかやま元気集落」登録地域と連携し，農業体験となりえ
る素材の発掘と磨き上げを行った。

（登録）【地域DMO】一般財団法人矢掛町観光交流推進機構（やかげＤＭＯ） 様式２

基礎情報

戦略

ＫＰＩ（実績・目標）

具体的な取組
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